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包摂規準については、JIS X 0213のものに準拠する。 
ただし、『明六雑誌』では JIS の包摂規準の適用できない字形差を持つ文字が多数出現
し、それらをすべて外字として「〓」で入力するとコーパスの実用性を損ねかねない。そ












































表 1 XML タグセット 
タグ名 説明 詳説する節番号 
magazine 雑誌 1号分を表す。 ４．１． 
front 雑誌中で前付けに相当する文書要素を表す。 ４．２． 
body 雑誌中で中心本文に相当する文書要素を表す。 ４．３． 










figureBlock 図表を表す。 ４．８． 
warigaki 割書された文字列を表す。 ４．９． 
quotation 発話部分や他の文献からの引用を表す。 ４．１０． 
superS 引用や割書を含むため、複数の s要素に分割された文を表す。 ４．１１． 
s 文を表す。 ４．１２． 





gap 抹消・破損等で判読できない文字列の存在を表す。 ４．１５． 
pb 原本での改ページ位置を表す。 ４．１６． 
lb 原本での改行位置を表す。 ４．１７． 
SUW 語（短単位）を表す。 ４．１８． 
ruby 本行の右側に振られたルビを表す。 ４．１９． 
lRuby 本行の左側に振られたルビを表す。 ４．２０． 
corr 誤植を校訂したことを表す。 ４．２１． 
unclear 不鮮明ではあるが字体が推定できる文字を表す。 ４．２２． 
vMark 濁点無表記の文字を表す。 ４．２３． 
g 外字・敬意欠字等の特殊な文字を表す。 ４．２４． 





















































<article title="洋字を以て国語を書するの論" author="西周" style="文語" script="漢字カタカナ"> 
（…中略…） 
</article> 




















<article title="人民の自由と土地の気候と互に相関するの論（一）" author="箕作麟祥" originalAuthor="モンテスキ










































<s> 第一 會社の名</s><s> 第二 社中人員の定數</s><s> 第三 新に入社する人員を撰ぶの法</s>（…中略










































































例 1 会話 
或人曾て英公使の書記官サトウ氏に語て曰く 








例 2 心話 
葢拷問の苦堪ふべからず常人は乃思へらく 






例 3 典拠 
昨年十月の布告に新聞紙發行の條目中 





例 4 記事説明 
<quotation type="記事説明" source="箕作麟祥"> 
 右佛國大學士「モンテスキュウ」所著のスピリット、ヲフ、ロウスより抄譯す尚續譯して次号に出すべし 
</quotation> 
例 5 韻文 
本居宣長の 





例 6 漢文 
邵康節の詩 








要素と認定する。また、複数の s 要素からなる quotatin 要素も同様にその前後とは別の s
要素と認定する。よって、該当要素を含む 1 文は、1 文であるにもかかわらず複数の s 要






















































例 1 一字点 
是僕尤恐る<odoriji originalText="ヽ">る</踊字>所なり 
例 2 二字点 
天下ます<odoriji originalText="〻">ます</odoriji>昌明の運に進み 
例 3 同字点 
果て<odoriji originalText="々">果て</odoriji>は 
例 3 くの字点 
顯國代る<odoriji originalText="〳〵">代る</odoriji>興り 














































<pb n="1" originalN=”1オ”/> <lb/>明六社雜誌第一號 




































<SUW orthToken="洋字" lForm="ヨウジ" lemma="洋字" pos="名詞-普通名詞-一般" form="ヨウジ" pronToken="
ヨージ" kanaToken="ヨウジ" orth="洋字" wType="漢" start="100" end="120" orderID="80" section="v">洋字</SU
W> 
<SUW orthToken="を" lForm="ヲ" lemma="を" pos="助詞-格助詞" form="ヲ" pronToken="オ" kanaToken="ヲ" o
rth="を" wType="和" start="120" end="130" orderID="90" section="v">を</SUW> 
<SUW orthToken="以" lForm="モツ" lemma="持つ" pos="動詞-一般" form="モツ" cType="文語四段-タ行" cFor
m="連用形-促音便" pronToken="モッ" kanaToken="モッ" orth="以つ" wType="和" start="130" end="140" orderID
="100" section="v">以</SUW> 
<SUW orthToken="て" lForm="テ" lemma="て" pos="助詞-接続助詞" form="テ" pronToken="テ" kanaToken="テ"
 orth="て" wType="和" start="140" end="150" orderID="110" section="v">て</SUW> 
<SUW orthToken="國語" lForm="コクゴ" lemma="国語" pos="名詞-普通名詞-一般" form="コクゴ" pronToken="
コクゴ" kanaToken="コクゴ" orth="國語" wType="漢" start="150" end="170" orderID="120" section="v">國語</S
UW> 
<SUW orthToken="を" lForm="ヲ" lemma="を" pos="助詞-格助詞" form="ヲ" pronToken="オ" kanaToken="ヲ" o
rth="を" wType="和" start="170" end="180" orderID="130" section="v">を</SUW> 
<SUW orthToken="書する" lForm="ショスル" lemma="書する" pos="動詞-一般" form="ショス" cType="文語サ
行変格" cForm="連体形-一般" pronToken="ショスル" kanaToken="ショスル" orth="書す" wType="混" start="180
" end="210" orderID="140" section="v">書する</SUW> 
<SUW orthToken="の" lForm="ノ" lemma="の" pos="助詞-格助詞" form="ノ" pronToken="ノ" kanaToken="ノ" o
rth="の" wType="和" start="210" end="220" orderID="150" section="v">の</SUW> 
<SUW orthToken="論" lForm="ロン" lemma="論" pos="名詞-普通名詞-一般" form="ロン" pronToken="ロン" kan














例 3 複数の SUW 要素により構成される文字列に 1つのルビが振られている場合 














例 2 複数の SUW 要素により構成される文字列に 1つのルビが振られている場合 




















例 1 誤字（本行） 
<corr originalText="巳" type="erratum">已</corr>に 
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例 2 衍字（本行） 
盡く其實を<corr originalText="ヲ" type=”excess"/>明示し 
例 3 脱字（本行） 
改めざる可か<corr type="omission">ら</注>ず 
例 4 衍字（ルビ） 
<corr originalText="クヽ" type="excess" subType=”ruby”><ruby rubyText="ク">喰</ruby></corr>つて見た上で 
例 5 脱字（ルビ） 











例 1 本行にある場合 
公法大學士ヒリモア<unclear>及</unclear><unclear>び</unclear>ワツテル兩家 
例 2 ルビにある場合 


















例 1 本行の場合 
談論爰に及<vMark>ぶ</vMark>時は 
例 2 ルビの場合 















 外字…JIS X 0213外字で、かつ拡張包摂規準の適用外の文字であることを
表す。 










例 1 外字（Unicode 内字） 
<g type=”外字” ref="U+9AF2">〓</g> 
例 2 外字（Unicode 外字） 
<g type=”外字” ref="衣＋丸">〓</g> 
例 3 外字（代用字による入力） 
<g type="外字" ref="U+7FA1">羨</g> 
例 4 包摂 
<g type”包摂”>時</g> 
例 5 敬意欠字 





















例 1 返読 
此段宜敷御評議を<kanbun type="返読前" originalText="可" id="00001"/><kanbun type="返読前" originalText="被"
 id="00002"/>遂<kanbun type="返読後" id="00002">被</kanbun><kanbun type="返読後" id="00001">可</kanbun>
候<也 
例 2 補読 
然ども是<kanbun type="返読前" originalText="不" id="00008"/><kanbun type="返読前" originalText="得" id="000








なし）である。ファイル名は「m」に続く 4 桁の数字が該当号の刊行年を、次の 2 桁の数












記事題名 article要素 title属性に対応 
記事著者 article要素 author属性に対応 
記事原著者 article要素 originalAuthor属性に対応 
記事文体 article要素 style属性に対応 
記事書記体 article要素 script属性に対応 
語連番 SUW要素 orderID属性に対応 
文字開始位置 SUW要素 start属性に対応 
文字終了位置 SUW要素 end属性に対応 
文頭ラベル SUW要素 BOS属性に対応（B：文頭、I：文頭以外） 
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語彙表 ID 書字形出現形レベルで語を識別する ID 
語彙素 ID 語彙素レベルで語を識別する ID 
語彙素読み SUW要素 lForm属性に対応 
語彙素 SUW要素 lemma属性に対応 
語彙素細分類 SUW要素 subLemma属性に対応 
語種 SUW要素 wType属性に対応 
品詞 SUW要素 pos属性に対応 
活用型 SUW要素 cType属性に対応 
活用形 SUW要素 cForm属性に対応 
語形 SUW要素 form属性に対応 
書字形基本形 SUW要素 orth属性に対応 
書字形出現形 SUW要素 orthToken属性に対応 
原文文字列 SUW要素 originalText属性に対応 













































語彙素/完全一致 SUW要素 lemma属性値 
語彙素読み/完全一致 SUW要素 lForm属性値 
語種/完全一致 SUW要素 wType属性値 
品詞/部分一致 SUW要素 pos属性値 
活用型/部分一致 SUW要素 cType属性値 
活用形/部分一致 SUW要素 cForm属性値 
語形/完全一致 SUW要素 form属性値 
















語彙素読み SUW要素 lForm属性に対応 
語彙素 SUW要素 lemma属性に対応 
語彙素細分類 SUW要素 subLemma属性に対応 
語種 SUW要素 wType属性に対応 
品詞 SUW要素 pos属性に対応 
活用型 SUW要素 cType属性に対応 
活用形 SUW要素 cForm属性に対応 
語形 SUW要素 form属性に対応 
書字形基本形 SUW要素 orth属性に対応 
雑誌名 magazine要素 title属性に対応 
年 magazine要素 year属性に対応 
号 magazine要素 issue属性に対応 
ページ pb要素 originalN属性に対応 
語連番 SUW要素 orderIDに対応 
記事題名 article要素 title属性に対応 
記事著者 article要素 author属性に対応 
記事著者 article要素 originalAuthor属性に対応 
記事文体 article要素 style属性に対応 
引用種類 quotation要素 type属性に対応 
引用ソース quotation要素 source属性に対応 




 本文＋付加情報（図 4） 
 本文（図 5） 






図 4 「本文＋付加情報」スタイルでの文脈表示 
 




図 6 「形態論情報リスト」スタイルでの文脈表示 
「ひまわり」の利用方法の詳細については、「ひまわり」の利用者マニュアル（「ひまわ
り」起動画面の「ヘルプ」メニュー―「『ひまわり』マニュアル」）を参照のこと。 
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